
サ
イ

石
川
榔
阿
川
の
支
前
二
文
川

地
内
銀
座
。
或
都
=
認
灯
社
ぺ
侮
談
十
二
且
晦
夜
有
=

龍
慨
之
奇
邸
-
故
也
。
』
と
あ
る
。
明
治
中
岡
地
奈
古

司
祉
に
合
併
せ
ら
れ
た
。

ザ
イ
シ
ョ
ウ
ポ
ウ

西
正
坊

鳳
至
郡
穴
水
の
川

島
寺
十
六
坊
の
一
で
、
国
凪
言
宗
に
図
し
、
天
正
中
上

杉
謙
信
の
抵
が
飢
入
の
時
、
寺
社
共
に
鍛
失
し
た
。

畏
氏
隠
代
の
祈
願
腕
で
あ
っ
た
か
ら
、
辿
誌
の
金
棒

移
轄
の
後
、
住
職
恕
飽
も
そ
の
地
に
諮
h
、
商
正
坊

を
白
眼
前
院
と
政
め
た
。

サ
イ
シ
ヨ
シ
ゲ
ツ
グ
才
所
霊
次

活
様
治
郎
太

夫
。
凶
長
十
抗
年
前
倒
利
長
に
仕
へ
、
元
利
三
年
百

五
十
石
を
領
し
た
。
子
孫
相
個
嗣
い
で
滞
に
仕
へ
る
。

サ
イ
シ
ヨ
ム
ネ
ノ
リ
才
所
致
了

沼
稿
文
六
。

自
門
事
三
年
幼
に
し
て
父
又
七
の
勝
三
の
一
を
受
け
、

元
政
三
年
本
知
百
五
十
石
に
復
し
、
堂
形
奉
行
・
江

戸
御
民
式
番

・
剛
同
心
を
刑
位
、
享
保
十
一
年
策
君
附

御
用
人
と
な
っ
て
五
十
石
を
加
へ
、
十
九
年
指
除
か

れ
、
後
捌
場
荒
物
裁
許
と
な
旬
、
延
享
二
年
八
且
七

十
ι
践
を
以
て
裂
し
た
。

サ
イ
ス
コ
カ
ツ
セ
ン

犀
来
合
戦
弘
治
三
年
先

に
加
賀
に
逝
れ
た
槌
井
術
中
最
隆

・
三
宅
術
後
長
崎

兄
弟
は
、

一
向
一
授
の
援
を
得
て
能
鷺
に
侵
入
し

た
。
品
山
義
則
乃
ち
上
保
織
蔀
・
耐
保
周
防
を
鹿
島

郡
金
丸
に
、
三
宅
小
三
郎
宗
隆

・
畠
山
将
肢
を
小
金

森
に
出
し
た
が
、
品
制
部
等
は
抱
井
軍
が
前
刷
水
か
ら
返

却
し
た
と
の
朝
間
報
を
信
じ
、
そ
の
兵
を
率
ゐ
て
七
尾

に
獄
っ
た
。
之
に
樹
し
て
景
隆
は
金
丸
に
向
か
う
た

が
敵
を
汲
見
し
な
か
っ
た
か
ら
、
小
金
森
方
面
の
長

肢
の
混
と
合
し
、
叔
岬
丸
出
弁
景
貞
亦
之
に
カ
を
裁
は

せ
て
、
陪
来
及
び
二
宮
に
進
み
.
大
に
七
尾
軍
に
勝

っ
た
。
陪
衆
合
戦
叉
は
二
宮
合
磁
と
い
ふ
も
の
即
ち

是
で
あ
る
。
以
上
は
長
家
家
綿
の
設
で
あ
る
。
陪

サ
イ
え
ヨ

ー

来
は
陪
木
の
附
と
も
酎
甘
い
て
、
最
勝
諦
の
笛
字
だ
と

い
ふ
。ザ
イ
セ
キ
ガ
ン
釆
右
桜

江

泊

郡
山
中
川
岡
市市附

近
の
名
勝
の
一
つ
で
、
山
中
川
の
中
に
あ
る
磐
有
で

あ
る
。
大
窪
詩
仰
骨
て
之
に
宋
石
般
の
三
字
を
刻
ま

し
め
た
。

サ
イ
ゼ
ン
ジ
西
善
寺

山
島
都
土
川
に
在
っ
て
、

民
宗
来
援
に
鴎
す
る
。

サ
イ
ゼ
ン
ジ

西
善
寺

山
出
島
都
流
行
に
在
っ
て
、

由
民
宗
束
振
に
属
す
る
。
明
治
四
十
二
年
治
臨
結
城
郡

中
山
か
ら
移
耐
押
し
て
来
た
。

サ
イ
ダ
才
因

河
北
郡
五
ケ
庇
に
臨
す
る
郡山問。

源
平
服
装
記
努
氷
二
年
の
僚
に
、
『
加
到
川
間
引
家
・卸

嬬
多
・荒
井
・閑
野
・竹
橋
・大
庭
・民剛悶
・森
本
ま
で
綴

き
た
h
。
』と
あ
る
的

mは
是
で
あ
る
。
天
正
十
凶
年

黒
禄
舟
益
子
村
付
の
前
問
利
家
印
訟
に
も
、
亦
耐
剛
山

村
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

サ
イ
h
F
キ

犀
識

の
最
奥
に
あ
る
制
。

サ
イ
ダ
サ
ン
パ
ク

鷹
田
=
一
八
九

金
押
仰
の
仰
人
。

留
者
で
、
法
丈
聞
と
い
ひ
、
活
斜
世
間
相
鋭
と
し
た
。

明
治
三
十
年
七
十
一
歳
を
以
て
裂
。

ザ
イ
ダ
hz
ン
ジ

薦
問
丹
試
初
め
奥
一
右
衛
門
。

御
歩
小
頭
と
な
っ
て
新
知
百
石
を
受
け
、
亭
保
元
年

坊
主
顕
に
任
じ
、
文
化
九
年
波
。
そ
の
子
奥
八
郎
秀

茂
に
来
っ
て
組
外
に
列
し
た
。

サ
イ
ダ
チ
ト
ジ

爾
回
千
十
二

金
容
統
大
級
の

名
手
で
、
加
賀
滞
の
御
手
役
者
で
あ
っ
た
。
初
名
を

茸
助
と
い
う
た
が
、
安
永
九
年
正
月
二
十
日
前

m露

教
の
命
に
図
っ
て
千
十
二
と
改
め
た
。
そ
の
子
孫
亦

千
十
こ
を
務
し
た
も
の
が
あ
る
。

サ
イ
ダ
ヤ
イ
サ
プ
ロ
ウ

帝
国
屋
伊
三
郎

能
突

郡
佐
野
の
人
。
鋭
は
逝
開
。
天
保
元
年
若
移
窯
の
続

本
屋
安
右
衛
門
に
間
せ
ら
れ
て
胸
部
に
従
事
し
、
六

年
自
ら
佐
野
に
窯
を
聞
き
、
二
度
焼
の
訟
を
工
夫
し

て
、
大
に
者
部
を
改
・民
し
た
。
明
治
者
一
年
六
十
支
援

を
以
て
授
。

サ
イ
ダ
ヤ
キ
ヨ
エ
ン
才
国
庫
患
遺

金
持
の
俳

人。

名
は
凹
郎
兵
衛
。
梯
丸
会
三
代
を
綴
脱
し
た
。

ザ
イ
ダ
ヤ
ス
ト
モ

驚
田
安
知

逝
都
七
左
衛
門
。

殴
長
十
九
年
前
倒
利
市
に
仕
へ
、政
四
百
石
を
受
け
、

大
坂
刊
役
に
五
且
七
日
間
山
口
で
討
死
し
た
。
子
孫

附
々
は
柿
に
仕
へ
る
。
一
訟
に
締
出
を
阿
川
限
に
作
る
も

の
は
非
で
あ
る
。

ザ
イ
チ
ユ
ウ
チ
エ
ウ
エ
ン
在
中
中
湾

臨
梼
宗

の
品
川
。
能
殺
の
人
。
上
治
し
て
削
減
抑
利
向
の
許
に

剃
隔
世
し
、
間
散
か
ら
印
可
を
何
せ
ら
れ
、
相
凶
寺
に

出
例

L
、
天
龍
寺

・
南
部
寺
に
隠
住
し
た
。
正
長
元

年
十
且
七
日
八
イ
七
訟
で
寂
。

ザ
イ
チ
ョ
ウ
パ
タ
ケ
在
廃

畠

石

川
部
八
嶋
に

在
る
。
そ
れ
を
凶
街
の
所
在
で
あ
る
と
読
〈
も
の
も

あ
る
が
、
凶
街
は
能
単
一
{
消
に
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら

火
山
酷
で
あ
る
。
白
山
本
宮
の
在
腿
の
料
聞
で
あ
ら

う
。
在
艇
は
交
特
に
H
呑
す
る
耐
人
で
あ
る
。

サ
イ
ト
ウ
オ
リ
ベ

師
岡
藤
織
部
究
開
左
衛
門
は

最
上
義
光
世
牢
一出
し
て
加
賀
に
来
た
人
。
織
郎
、
元

利
一
苅
年
前
出
利
治
に
仕
へ
て
十
九
一
白
石
を
受
け
、
御
馬

廻
に
班
し
た
。
子
孫
沢
代
源
太
夫
方
民
に
至
っ
て
断

縦
し
た
。

サ
イ
ト
ウ
キ
エ
ウ
エ
モ
ン

開
閉
麗
久
右
衛

門

越

前
府
巾
に
於
い
て
前
間
利
家
に
仕
へ
、
天
正
十
一
年

二
百
依
を
受
け
、
十
三
年
文
二
百
依
を
同
情
し
て
、
御

小
将
に
斑
し
、
館
長
十
九
年
夜
。
子
孫
八
代
兵
三
郎

百
二
十
石
を
受
け
、
御
異
風
を
勤
め
た
が
、
天
明
元

年
十
二
月
出
奔
し
て
断
絶
し
た
。

サ
イ
ト
ウ
ナ
ニ
虫
ダ

開
閉
藤
園
忠

郎
永
什
九
年

加
賀
出
限
郷
に
生
ま
れ
た
。

初
名
甚
之
助
o
m町
村
上

三
三
O

永
幸
に
叡
馬
の
法
を
受
け
、
足
利
義
政
に
師
範
L
、

文
安
元
年
従
五
位
下
備
前
守
に
叙
任
し
、
涯
徳
三
年

五
且
三
日
宿
根
郷
に
庄
中
し
た
。
年
七
十
。

サ
イ
ト
ウ
テ
=
モ
ト

時
間
藤
邦
慈
一
週
務
小
三
郎・

忠
太
夫
。
箆
永
六
年
父
忠
左
衛
門
繁
長
の
也
知
二
百

五
十
石
を
製
ぎ
、
大
小
将
・州
場
奉
行
・大
小
将
航
目

を
経
、
享
保
十
三
年
第
、
君
附
物
頭
並
と
な
り
、
元
文

三
年
百
五
十
石
を
加
で
究
保
三
年
四
且
二
日
四
十

九
歳
を
以
て
残
し
た
。

サ
イ
ト
ウ
ヲ
ニ
ヨ
シ

蔚
穣
圏
好
交
は
凶
忠
。

文
安
三
年
加
賀
溜
概
郷
に
生
ま
れ
た
。
兵
隊
側
と
精

し
て
騎
馬
を
普
〈
し
、
将
軍
足
利
義
向
の
師
胞
と
な

り
、
永

E
十
年
三
月
十
日
寓
按
郷
に
夜
し
た
。
年
六

卜
入
。サ
イ
ト
ウ
ゲ
ン
テ
ツ

驚
藤
玄
哲

大
型
寺
滞
臨
。

誌
は
保
、
{
ず
は
子
宮
、
関
皐
と
蹴
し
た
。
越
巾
高
間

の
入
内
際
玄
漢
の
子
。
白
木
六
年
十
一
且
九
日
生
ま

れ
、
十
九
蔵
大
m
ま
も
侯
の
凶
府
藤
玄
春
の
嗣
と
な

り
、
終
に
盤
的
丸
の
品
怖
を
剛
山
由
ド
で
二
百
石
を
受
け
た
。

明
利
五
年
十
一
且
官
九
日
六
十
践
を
以
て
奴
し
、
長

子
限
飽
字
は
伯
淵
家
を
裂
い
だ
。

サ
イ
ト
ウ
ゲ
ン
テ
ツ

斎
藤
玄
哲

大
翠
寺
滞
留
。

誌
は
路
花
、
手
は
伯
淵
、
関
同
町
叉
は
三
秀
館
と
刷
出
し
、

父
玄
哲
の
後
を
裂
い
で
二
百
石
を
受
け
、
良
障
を
以

て
抑
制
せ
ら
れ
た
。
文
化
八
年
六
月
廿
七
日
六
十
六
肢

を
以
て
夜
し
、
男
秀
字
は
郎
詳
、
そ
の
家
を
嗣
い
だ
。

ザ
イ
ト
ウ
ザ
ネ
モ
リ

開
閉
藤
貧
盛
(
一
〉
民
腐
の

系
闘
!
大
日
本
史
民
族
志
に
よ
れ
ば
、
務
陳
氏
の
先

は
鼠
守
府
将
軍
際
原
利
仁
で
あ
る
。
利
仁
の
子
叙
周

知
宮
頑
と
な
っ
た
か
ら
、
子
孫
涜
藤
氏
を
帯
し
た
と

い
ふ
。
叙
用
の
子
音
信
伊
俳
を
生
み
、
伊
仰
は
越
前

の
抑
領
使
と
な
っ
た
。
伊
仰
の
子
震
延
亦
七
附
抑
箭

伎
と
な
り
、
録
廷
の
弟
則
光
に
歪
っ
て
吉
原
氏
を
栴


